実践報告の投稿にあたっての倫理的配慮チェックリスト
以下の項目について投稿前にチェックし，記名（自署）の上，原稿とともに提出してください．

	項目
	回答

	(1)  ヘルシンキ宣言における一般原則に十分に配慮するよう努めた．
（日本医師会ホームページ参照：http://www.med.or.jp/wma/helsinki.html）
	□はい　□いいえ

	(2)  研究的侵襲は発生していない．
    （侵襲：研究⽬的で行われる穿刺，切開，薬物投与，放射線照射，心的外傷に触れる質問等によって対象者の身体・精神に傷害や負担が生じること）
	□はい　□いいえ

	(3)  研究目的で採血などの検査や撮影は行っていない．
（採血などの検査・撮影を行った場合は通常業務内での実施である）
	□はい　□いいえ

	(4)  個人が同定される可能性は極めて低い．
     (稀少疾患の患者，報道等で病院や個⼈名の予想がつくなど)
	□はい　□いいえ

	(5)  ヒトゲノム・遺伝子解析が含まれていない．
	□はい　□いいえ

	(6)  対象者から偽りその他の不正な手段を用いて個人データを取得していない．
	□はい　□いいえ

	(7)  研究目的で個人データを取得した場合，その利用目的を本人（場合によってはその家族等）に通知した．
     (保健看護の実践の質や技術の向上のために学会誌等に実践報告し，専⾨職間で共有していく予定であることを伝えるなど)
	□はい　□いいえ

	(8)  実践活動の過程で取得した個人データは目的以外に使用せず，第三者に開示していない．
	□はい　□いいえ

	(9)  個人データの漏えい，滅失または毀損の防止，その他の安全管理のために必要かつ適切な措置を行った．
     (データを施錠可能な場所で保管する，セキュリティ対策を施したパソコン等で作業を行う．データへのアクセス制御，アクセスの識別と認証を行う．記憶媒体の持ち出しを制限するなど)
	□はい　□いいえ

	(10) 当該実践報告において，個人の特定が可能な情報は記載していない．また，顔写真や人物が写った写真は顔全体が分からないように処理している．
     (氏名，番号，イニシャル，住所，入院・退院年月日，診療科名，部署名など)
	□はい　□いいえ

	(11) 当該実践報告に関わる苦情や要望に対して適切かつ迅速に対処するように努めた．
	□はい　□いいえ

	(12) 実践報告論文の投稿にあたって直接対象者から同意を得たか，あるいは，所属施設等の代表者（施設長，学校長等）から承諾を得た．
	□はい　□いいえ


上記の点につきまして，すべて確認しました．

記入日：（西暦）　　　　　　年　　　月　　　日
責任著者氏名（自署）： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
